
令和８年３月２７日（金） 

授業開始の挨拶       フリーズラグの作戦会議・攻防   キックベースボール 

 

 

カリキュラム・マネージャー  

オリジナルの「フリーズラグ」で共同学習 ＝保健体育科＝ 

３月 17日（火）の５・６時間目、「モデル事業」として初めての保健体育の共同学習

が行われました。中高養１年生８名、更農１年生３名、更農２年生３名が参加しました。 

準備運動のあと、前半は中高養の先生と生徒が意見を出し合いながら考案した「フリー

ズラグ」に取り組みました。「氷おに」とラグビーの要素を組み合わせたようなルール

で、チームの戦略も問われる本格的なゲームです。歓声や笑い声が飛び交う中、思わず

「真顔」になる場面も見られ、盛り上がりのあるアクティビティとなりました。 

後半はキックベースボールを行い、お互いの好プレーをたたえ合いながら、スポーツな

らではの楽しさを味わいました。 

 

〇 授業アンケート 

｢インクルーシブな学校運営｣ 通信 第１５号 



B 地区の取組 ⇒ https://www.nakasatsunaikoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp/page_20250414234410 

愛着障害について研修 ＝第７回共に学ぶ会＝ 

３月 16日（月）の放課後、今年度最後となるオンラインでの「共に学ぶ会」が開催さ

れました。両校合わせて 11名の教員が参加しました。 

会の冒頭、ファシリテータの先生から「このような生徒はいますか？」という問いかけ

（下の表を参照）があり、更農側からは複数の生徒の名前が挙がり、具体的なエピソード

が共有されました。 

研修では、こうした生徒の行動の背景を、愛着形成に必要な３つの機能（「探索基地」

「安全基地」「安心基地」）の観点から理解する視点を学びました。参加した先生方にと

って、生徒理解への新たなヒントを得る機会となったようです。 

 

 

 

 

 

 

令和８年度の具体的な取組を検討 中高養 

２月に両校でまとめられた「令和７年度の成果と課題」を踏まえ、中高養「交流および

共同学習」委員会において最終年度の具体的な取組や改善点が話し合われています。主な

ものは次の通りです。 

① 「インクルーシブな学校運営計画」を作成する。 

② 「交流及び共同学習」全体計画を作成する。（中高養） 

③ 「交流および共同学習」委員会に学科長を加え、主幹教諭が招集する。（中高養） 

④ 「連携校の教育資源を活用した教育活動」実施要項を改善し、新たな「交流および

共同学習」や人材活用を促進する。（「交流および共同学習」実施要項は廃止） 

⑤ 「オンライン共同学習」は年間 3回実施し、１学年のオリエンテーション、振り返

りの時間を設定する。 

⑥ ２学年の「交流学習」を更農で実施する。 

⑦ 音楽科、美術科、保健体育科による「共同学習ウィーク」（３月予定）を設ける。 

⑧ 「道の駅」植栽活動は「交流および共同学習」として実施する。（６月予定） 

⑨ 「モデル事業」の公開研究会を実施する。 

⑩ 生徒アンケート、教職員アンケートを実施し、３年間の取組を評価する。 

（第 7回 「共に学ぶ会」 資料から抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    


